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　明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）、
泉
村

が
発
足
し
て
初
代
村
長
に
就
任
し
た
の
は

牧
菊
市
と
い
う
人
物
で
す
。

　牧
菊
市
は
、『
苫
田
郡
誌
』
や
『
奥
津

町
史
』
等
に
そ
の
名
は
掲
載
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
細
か
な
事
跡
等
は
明
ら
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
た
び
大
阪

在
住
の
ご
子
孫
か
ら
菊
市
自
身
が
生
前
公

私
に
わ
た
り
記
録
し
て
い
た
資
料
等
を
寄

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の

資
料
か
ら
わ
か
る
菊
市
の
人
物
像
を
紹
介

し
ま
す
。

　牧
菊
市
は
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）

八
月
二
十
五
日
、箱
村
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

幼
く
し
て
両
親
を
失
い
ま
す
が
、
祖
父
母

の
下
で
育
て
ら
れ
、
文
久
三
年
（
一
八
六

三
）、
十
六
歳
の
時
に
祖
父
の
死
去
に
伴

い
家
督
相
続
し
、
翌
年
箱
村
の
庄
屋
見
習

い
年
貢
取
立
人
に
就
任
し
ま
し
た
。

　慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
の
第
二
次
長

州
戦
争
で
は
、
夫ぶ

役や
く

人に
ん

足そ
く

と
し
て
徴
発
さ

れ
、幕
府
方
と
し
て
長
州
（
今
の
山
口
県
）

に
出
役
し
て
い
ま
す
。『
奥
津
町
史
』
に

よ
れ
ば
、
大
庭
郡
・
西
々
条
郡
・
東
北
条

郡
（
今
の
真
庭
市
・
津
山
市
・
鏡
野
町
域
）

か
ら
は
延
べ
一
七
七
人
が
出
役
し
て
い
ま

す
が
、
菊
市
は
箱
村
か
ら
唯
一
の
出
役
で

五
月
十
二
日
に
出
発
し
て
い
ま
す
。
役
目

を
終
え
て
帰
村
し
た
の
は
同
年
七
月
十
六

日
で
す
が
、
村
民
が
久
田
下
原
ま
で
出
迎

え
て
く
れ
た
こ
と
、
そ
の
帰
り
に
後
に
二

代
目
泉
村
長
と
な
る
水
田
栄
作
が
谷
合
橋

か
ら
吉
井
川
に
落
ち
、
川
に
流
さ
れ
て
溺

れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
翌
年

に
は
西
々
条
郡
の
年
貢
米
を
納
め
る
た

め
、
御
用
船
に
乗
っ
て
大
阪
の
蔵
屋
敷
ま

で
出
張
す
る
な
ど
、
多
忙
な
日
々
を
過
ご

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　明
治
時
代
に
な
る
と
、
地
租
改
正
に
伴

う
土
地
地じ

押お
し

調
査
委
員
、
村
会
議
員
、
岡

山
県
第
三
十
九
区
会
議
員
、
近
知
小
学
の

学
務
委
員
な
ど
地
域
の
要
職
を
務
め
、
明

治
二
十
二
年
、
四
十
三
歳
の
時
に
町
村
制

施
行
に
伴
い
初
代
の
泉
村
村
長
に
就
任
し

ま
し
た
。
菊
市
の
記
録
に
よ
れ
ば
七
月
二

十
六
日
が
村
長
選
挙
当
選
日
、
七
月
三
十

一
日
が
村
長
認
可
日
、
八
月
五
日
が
認
可

状
交
付
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
初
代
助
役

は
前
述
の
水
田
栄
作
で
し
た
。

　菊
市
の
村
長
在
任
期
間
は
一
年
三
か
月

余
り
で
し
た
が
、
そ
の
期
間
中
の
出
来
事

と
し
て
特
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
明
治
二

十
三
年
一
月
十
六
日
の
役
場
金
庫
の
盗
難

事
件
で
し
た
。
盗
難
届
や
菊
市
の
記
録
に

よ
れ
ば
、
役
場
の
裏
口
の
鍵
を
壊
し
て
侵

入
し
、
金
庫
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

平
日
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
宿
直
員
が
不
在

で
、
翌
朝
盗
難
が
発
覚
し
ま
し
た
が
、
幸

い
翌
月
に
は
全
て
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き

た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
同
年
五
月
に
は
役

場
の
隣
家
が
火
事
に
な
り
、
役
場
に
延
焼

す
る
危
険
が
あ
っ
た
た
め
、
書
類
や
備
品

等
を
運
び
出
し
ま
し
た
が
、
幸
い
延
焼
せ

ず
無
事
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　菊
市
は
こ
う
し
た
公
的
活
動
の
記
録
だ

け
で
な
く
、
家
族
や
家
の
財
産
な
ど
に
つ

い
て
も
細
か
な
記
録
を
残
し
て
い
ま
す
。

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
は
妻
と

死
別
し
ま
す
が
、
四
十
二
年
間
無
事
に
連

れ
添
い
、
喧
嘩
も
し
な
か
っ
た
こ
と
、
借

金
も
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
も
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　晩
年
は
数
々
の
遺
書
を
作
成
し
、
子
供

や
孫
た
ち
へ
の
財
産
分
与
を
細
か
く
指

示
し
て
お
り
、
家
族
達
へ
の
気
遣
い
が
う

か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
自
ら
が
亡
く
な
っ

た
時
に
着
せ
る
着
物
と
し
て
、
祖
母
手
織

り
の
ゆ
か
た
と
妻
が
仕
立
て
た
着
物
（
村

長
時
代
に
着
用
し
た
も
の
）
を
望
む
な
ど
、

幼
少
か
ら
母
の
代
わ
り
に
育
て
て
く
れ
た

祖
母
と
、
長
年
仲
良
く
連
れ
添
っ
た
妻
に

対
す
る
感
謝
と
愛
情
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　今
回
寄
贈
い
た
だ
い
た
資
料
は
、
地
域

の
歴
史
を
記
録
す
る
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
菊
市
自
身
の
家
の
歴
史
や
本
人
の
人

柄
も
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。
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